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It has beenknown that the degrees of vacuum ofa can seamed undera constant vacuum  

ofclosingmachineisinfluencedgreatlybyit，sheadspace，reSultinginmuchlowervacuumin  

asma11er headspace．   

lnthisreport，We Showedthat a factdescribed abovere？ultsfromdifference ofreduction  

rate of volumeofhead－SPaCe，dependinguponthe magnitudeofthehead－SPaCe，throughthe  

depressionofcan endswhichiseffectedbypressure difference betweentheinsideand ouト  

s王de of the can，and developed the fouowing equation to proxirnately calculate the vacuum  

degreesof a can whichisseamed undera specified machine vacuum and canhead－SpaCe：  

‘モ  

（Vc一Vw－aPa）一卜1てⅤ云1r正一aPa）立示扇垢て醗二∇豆）  
Pc   －－1  

2a  

－－エーーーーーー  2  U ＝ Pa －Pc  

Where Pm ＝Pressureina vacuum chamber of closing machine  

Pa ＝ Atmospheric presstlre  

Pc ＝ Pressurein a can  

Vc ＝ Volume of can  

Vw ＝ Volume of content  

a ＝ a COnStant Whichis peculiar tothe endsin the following formula；  

Volume reductioninaheadspace by the depression of both ends effected  

bypressure difference between theinside and outside ofcan＝a（Pc－Pa）・  

ヽ  
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民望詰の上部蔓素量と真峯圧との牒引系についてClark等（1923）②、和田（1931）⑦、Goard等  

（1937）⑨、大沼（1938）㊤、下祥等（19二〕8〕⑥、Bo）rd等（1952）一念及び本校第13覇卒業生（1951  

京王さ去）等打試験並びに持∃蚕結二莱カミあるが其内、機械的脱気に【謁するものを含んでいるもCりは、  

Goard等及び本校第13朋卒業生のもので、Goard等が鮭鎗首選詰について、本校第13嘲三は水詰の  

隠語こついて、それ・ごれ覧∈仁子ニり勺許物量、又は．u甘空隙量と碓詰の夷空度との謁様について試験して  

いろ。▲其結集卓二によると上部‘宮音量の少たい腫語に於て且真空．I三〔の低いことが示されている。余等；・ま  

其主たる三聖酎二ついて検討した結果擢詰1の声望壁に対応して膵の蕊蛮がご勺方に凹むことによる上部  

空隙量の姑ゴ′・町影響が上部空隙量の少ない貪屈に於て大きことに三基づくものであると：プ）考えの下に立  

てた計算式に、誓って志賀（19上皇3）（㊧が行った寒’；Ⅰ・二度による芸実の変形量の測定結果から薄らわた  

数倍を適用して、算出Cり計男二倍と、実験の結果得た数個とは轄一致することが見られたので韮仁報  

告する次第である。  

計 算 式   

真空巻繍観姐のVacuum chamberの気rTをPm（Pa－Pm＝Vac．）とし、巽中で真澄が蓋付密封  

される際に百雷円の気［巨もPmになるものと仮定すろ。倍が減卜巨密封されてChamberの外仁ITuた蒔  

には、∈選の内外［i三差の程度に応じて若干莞煩が昔の出方に向って凹むので、上部空耳量がそれだけ  

圧縮されて少くな■5訳であろ∴志賀′首が最高15吋を限度として行った頁空度と蓋魔の変形量との讃  

係についての倒産拝見からして略 ．  

Ac＝a（PcrPa）・・・・・・・・・・・■・……‥ ①  

なる開拓式∽成立が詔虎・られる。  

但し、Pc＝腫tJl圧、Pa＝タト気は、aは董底C，）種委削二特有な常数、  

又同じ志賀の測定結果から次の如きaに対する蟄蘭が涼めらメtる。  

東一義  慧藍の衰窪とaの数値   

▲   

次に惜のJ′」宰領＝Vc．走荘川一－っ黎物量＝Vwとすろと、ポノ1ルの法則によって、芦濯の上部空隙量と  

に内圧との問に次式の様な巨引系式が或正すうものと干草えられる。  

Pm（Vc－Vw）＝Pc（Vc－Vw＋Ac〕＝Pc二Vc－Vw＋a（Pc－Pa）］……・・・  

上式をPcについて整頓すると  

β．Pcヨ＋（Vc－Vw－a・Pa）・Pc－Prn（Vc仙Vw）＝0・・・‥・・・・‥・‥・・・・‥・‥・ ③  

（Vc－Vw－a・Pa）＋V（Vc－Vw－a．Pa）コ＋4aPm（Vc－Vw）  Pc＝   …‥・・‥ 漣  

膵詰の真空度をUとすると、U＝Pa－Pc  
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計算結党と実験偲   

七号貢濯を例にとって、芸f］．寺澤寸の際のVacuuTnChamberの身空度を15吋とL。繕には水を種々  

J）容積、換言すれば種々の上部空隙量を韓す様に詰めキ場合を考え、前】知り4式及び5式L・二よって  

得らるべ き碓詰の貢空度せ計算す∋と第二表の如き数値が得らわる。  

第二表 七号膵について各上部空隙量に対応す・5兵空度の計算値計算〔り条件  

Vac．chamberの貢／7E宴＝15り、Pこ1＝29．9’／、Pnl＝29．915＝14．9r，  

a＝0．191、aPa＝5．711、2a＝0．382、4aPm＝11．3836、   

次に実験値を指記するこ ととする。r（［Lし∴しr）実験は0彗竺Vacuurn Seamer を凌用L，、15吋に  

Vacuurn chamber∽哀空度を調節し、七号確（白）に20．50Cの蒸溜水を種々の量に詰めたものを  

番付密封して饅に、“FIRA”improved vacuし1m gauge（英国製で、Bourdon，stubeの容領から  

束左測定誤差を消去できる様∴作ら・けたもの）にで確い頁空各町断定計行ったパ首二詰められた水  

量：ま正選詰の捻虔量と空碓重量し乾燥器√l二乾燥後明届量′）とンノ箋を上り、つ←〔記録した。   

結果は次の－第三表の通りで才トる。  

第≡表  七号能詰につい、こ苓上部聖棺員に対ん∴ける真空壁の実測値  

上部空隙窒 1  

通話縁故   
真 空 匿 （吋）  

gmS．   gmS．   gmS．  （Vc－、7 真の真空筐   
．   

368．2   64．7   3U3．5   8．1  7．0  5．4  10．0   

368．3  65．5  302．8   8．8  7．25  5．6  10．3   

358．9  66．3  292．6   19．口  10．8  9．3  12．9   

358．9  65．3  293．6   18．0  10．5  9．0   12．6   

359．5  66．2  293．3   18．3  10．5  9．1   12．‘1   

339．O 1  65．5  273．5   38．1  12．6  11．8   13．5   

33凱4  64．6   274．8  36．8  12．5  11．6   13．5   

338．0  64．2  273．8  37・8 12・6  11．6   13．8   

319．1  64．8  254．3  57．3  13．4  12．6  14．3   

319．7  65．9  253．8  57．8  13．4  12．6  14．3   

320．2  66．3  253．9  57．7  13．4  12．5  14．4  
L   

▼  
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上意申、Vc＝311．6cc（瓢QCに1測定）、Vw＝躍申の水量  

瓢上の計算値並びに実験にによって得られた数値敏一故の方眼絆上に、静軸に真空軌鏡餅に上  

欄空隙量をとって措くと、次図の如きものが得られ－可な机二雨着が一致するのが盛られる。   

■ 

要  約  

真壁巻締機を使用して、一定の真空度の下で寿付密封した場合の経許の真空度は上部壁除量によ  

窃苛程遠し、上部空隙真の少ない確詰に放て真空度の低い結果を与えるものであることが既に明か  

亡に細ている事案であるが真理由ほ、権の内外気加差によって生ずる番雛凹刹二よる標の容横  

‾ （或は上部空勝景）の領少のj診響が上部空隙量伽J、なる亀のに於て犬であることが主たる原因であ   

ると認め、上の考えをとり入れた余等の計算式恥．4及び5によって算出した数値と実験値とが可   

なりの程度杷一一致することを示した。  

■  
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